
1

前回の専門家会議でモニタリング結果掲載ウェブサイトに掲載する指標等に関して、いただいたご意見を
踏まえ、ウェブサイトの案を以下のように作成した。

参考指標（案）が表示されているウェブサイトの抜粋

①国内外のトリチウムに
関する指標値

②身の回りにある
トリチウムの濃度範囲

資料３－２

モニタリング結果掲載ウェブサイトに示す参考指標について
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①国内外の指標値（WHO飲料水の基準）

WHO飲料水の基準については、国立保健医療科学院が翻訳、編集した世界保健機関（
WHO）の「飲料水水質ガイドライン 第４版」の日本語版を説明資料に活用する。ガイドライ
ンには、基準値とその設定根拠が記載されている。

出典：国立保健医療科学院飲料水水質ガイドライン第4版（日本語版・Web公開用）ページ （https://www.niph.go.jp/soshiki/suido/WHO_GDWQ_4th_jp.html）

飲料水のガイダンスレベル 10000Bq/L の説明部分の抜粋

WHOの飲料水水質ガイドラインにおけるトリチウムのガイダンスレベル（10000Bq/L）は、
ガイダンスレベルのトリチウム濃度の水を、1年間毎日２リットル（年間730リットル）摂取した
と仮定した場合に、個人の年間線量が 0.1 mSv となるように計算された値。

【具体的な計算式】

飲料水中のトリチウムの
ガイダンスレベル

（10000 Bq/L）
＝

年間線量 0.1 mSv

トリチウムの線量換算係数※

（1.8×10-11mSv/Bq）
飲料水の年摂取量

（730 L/年と仮定）×

※線量換算係数とは、１ベクレルを摂取した時の線量（預託等価線量又は預託実効線量）のこと。ここでは成人
の線量換算係数を用いて計算している。
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①国内外の指標値（東京電力のALPS処理水放出基準）

出典：経済産業省 廃炉・汚染水・処理水対策ポータルサイト ALPS処理水の処分 東京電力ホールディングス株式会社福島第一原子力発電所における多核
種除去設備等処理水の処分に関する基本方針 （https://www.meti.go.jp/earthquake/nuclear/hairo_osensui/alps_policy.pdf）

東京電力のALPS処理水放出基準（1500 Bq/L）については、政府基本方針の中で、「現在実施して
いる福島第一原発のサブドレン等の排水濃度の運用目標（1,500 ベクレル/リットル未満 ）と同じ水準と
する」とされている。

「東京電力ホールディングス株式会社 福島第一原子力発電所における多核種除去設備等処理水の処分に関する基本方針」の抜粋
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①国内外の指標値（国の安全規制の基準）

放射性廃棄物の規制を所管する原子力規制委員会が作成した公開資料
「放射性廃棄物に対する規制について」に、規制の説明及びトリチウムの濃度限度の根拠が
わかりやすく解説されているため、説明資料として活用する。

放射性廃棄物に対する規制の説明 トリチウムの濃度限度の根拠の説明

出典：資源エネルギー庁 多核種除去設備等処理水の取扱いに関する小委員会（第11回） 資料3-2 放射性廃棄物に対する規制について
（https://www.meti.go.jp/earthquake/nuclear/osensuitaisaku/committtee/takakusyu/011_haifu.html）
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上のグラフに使用したIAEA海洋放射能情報システム（MARIS）には、海外および日本の多くの機関に
より実施されたモニタリング結果が収載されている。グラフ上特定の時期に大きなピークがあるのは、データの
内容に常時監視以外の目的で試験的に実施された内容も多く含むためであると思われる。
また、収載している範囲についても、日本以外の東アジア地域のデータが含まれないなど、地域的な網羅

性には欠けている。
日本周辺におけるモニタリング結果に比べて非常に大きい範囲の値となっており、参考情報としてのみ掲載

することとした。

②身の回りにあるトリチウムの濃度範囲について
全海域（世界）のトリチウムの濃度範囲について

使用したデータベース

【抽出条件】
核種：トリチウム 採取深度：0ｍ～50m
【抽出結果】
サンプル数：50634（不検出データ含む）
最小：不検出（n不検出＝4623）
最大： 8739 Bq/L
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海水のトリチウムの濃度範囲（日本近海）

海水のトリチウム濃度の指標値は、日本近海のデータを基本とし、過去の核実験等の影響が
減衰し、比較的データが安定してきた2015年度以降のデータを対象とした。対象の期間におけ
る最大値 20 Bq／L を参考指標の最大値として示している。（赤枠部分）

【抽出条件】
データベース：環境放射線データベース
期間：1957年1月～2022年1月
【抽出結果】
サンプル数：22621
最小：不検出（n不検出＝16191） 最大：1100 Bq/L
※環境放射線データベース上で蒸留法及び電解濃縮法の記載がないデータに関しては蒸留法に含めています。

• 左のグラフの小さい値部分を拡大し、蒸留法に
よる測定値（薄い青色）と電解濃縮法（濃
い青色）による測定値を区別したもの。

• 電解濃縮法によるデータは限られた地域のもの
となっている。

（参考）蒸留法と電解濃縮法を区別した図

～20 Bq/L
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水道水（蛇口水）のトリチウムの濃度範囲
使用したデータベース

水道水（蛇口水）のトリチウム濃度の指標値は、海水と同様に、過去の核実験等の影響が
減衰し、比較的データが安定してきた2015年度以降のデータを対象とした。対象の期間におけ
る最大値 1.2 Bq／L を参考指標の最大値として示している。

【水道水（蛇口）の抽出条件】
期間：1957年1月～2022年1月
調査地域：全国

【抽出結果】
サンプル数：6334
最小：不検出（n不検出＝3320）
最大：5.66 Bq/L ～1.2 Bq/L
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雨水（降水）のトリチウムの濃度範囲
使用したデータベース

雨水（降水）のトリチウム濃度の指標値は、過去の核実験等の影響が減衰し、原子力施
設等からの影響も含めて比較的データが安定してきた2015年度以降のデータを対象とした。対
象の期間における最大値 7.3 Bq／L を参考指標の最大値として示している。

～7.3 Bq/L

【降水の抽出条件】
期間：1957年1月～2022年1月
調査地域：全国

【抽出結果】
サンプル数：4005
最小：不検出（n不検出＝1153）
最大：24 Bq/L


